
おはようございます

バスに乗って
来たよ！！

☆おはじまり☆ ☆元気モリモリタイム☆
１，２，３，４
毎日歩いて体力作り！！

♪ワクワクタイム♪

♪ドリカムタイム♪

♪ファイトタイム♪

♪リトミック♪♪イングリッシュタイム♪

♪キラキラタイム♪

♪ドッヂボール♪

♪冒険・探検保育♪

☆体感の時間☆
『体感を通しての教育』を行って

いるゆりの樹幼稚園では毎日楽し

い体で感じる体験をしています。

ここで紹介している他にも楽しい

活動をたくさん行っています！！



毎日楽しいことが

沢山まっています！！

思い出をいっぱいつくろうね★

いただきまーす！！

お母さんのお弁当、

給食のお弁当どちらも

とってもおいしいよね★

☆昼食☆

☆外遊び☆

元気いっぱいお外で遊んだら

とーっても楽しいよ！！

先生さようなら

みなさんさようなら！！

明日もがんばります

エイ・エイ・オー！！

お友達と食べると

とーってもおいしいなぁ～

キラキラタワーやお外にも

遊びに行くよ☆

長期休みのキッズクラブでは

制作活動も行います♪



方 法
１学年４組の園児に対して、主任や年長中組の先生ほか、体育、絵画、家庭科、

パステルアートなど、約１０名が同時に違う活動をします。

子どもたちは、それぞれの内容を聞いて把握したあと好きな活動をします。

活動後、満足度を絵で記録します。

●平成１７年度からドリカムタイムを発展させた自主選択保育

キラキラタイムを日常的に取り組んでいます。

自分が「不思議だな？どうして？」と感じた事を自ら探究し、解決

していく成功体験の積み重ねが本当の自信を生み出し自分を大好き

になる原動力となります。その為に科学的なしつらえのある遊びの

場『キラキラタワー』を創りました。

子どもたちが成人する時代に自分の夢をかなえるための原動力になる教育です。

自ら何をしたいか考え、保育を選択決定し、その結果に責任を持ち、自己承認をする活動です。

選択した活動と満足度を自分自身が記録することで、子どもたちの興味や発達段階を知り、教育の

方向性など一人一人に適した指導ができるこの教育は、遊びを通して自ら考え、決断、行動できる

自主性を養い、他者の目に影響されない自信と本当の生きる力を身につけます。自己肯定感と

自己有能感が芽生え自己コントロール能力が育ち、人に優しく同時に覇気のある子どもへ育ちます。

①
活動を
選 択



②
活動を
決 定

③
活動の
振り返り

毎回、お家でも子どもたちのお話を
よく聞いてあげてくださいね☆

●今までにおこなった、子どもたちが好きなメニュー
縄を用いたゲーム、マットを用いたゲーム、マスゲーム、トムとジェリーゲーム、
動物変身ゲーム、宝探し、風船割り、人数集めゲーム、じゃんけんゲーム、新聞紙を
用いたゲーム、しりとり遊び、すごろく、お買い物ゲーム、ファッションショー、
ウォークラリー、もしもしテレフォン製作、とんとん相撲大会、メッセージカード作り、
手作りカルタ大会、紙コップ人形、リズム遊び、ストローのおもちゃ製作、パズル製作、
エプロンシアター、かかしの製作、秘密基地作り、宝石箱製作、マフラーと帽子作り、
レターラック製作、トーンチャイム、熱気球、大型絵画製作、わたの糸作り、
アゲハチョウの飼育、お米作り、外国の遊び、クリスマスツリー作り、釣りゲーム、
年賀状作り、大きなお家つくり、色水遊び、カプラ遊び、簡単おかしつくり・・・。



社 会 生
活

感 性 表
現

健 康 体
育

皆の中の自分
友達同士の関わりを深め、

集団の中で創造的、意欲的に

活動する。

自分と友達
社会生活での決まりを守り、

友達と仲良く生活する楽しさ

を学ぶ。

自分の確立
日常生活に必要な生活習慣を

身につけ、先生や友達と遊ぶ。

自分の存在
家庭と違う環境に慣れ先生や

友達との新しい信頼関係の中

で安心して遊ぶ。

慣
れ
る

習
う

満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

社会生活

感性表現

健康体育

自然環境

言語表現

社会生活 感性表現 健康体育

自然教育 言語表現

自らを律しつつ、人と
協調し思いやりと自立
心のある人に育つこと。

個性と創造性を大切にし、
柔らかな感性と生きていく
為の知恵を持つ人に育つこと。

基本動作と基礎体力を身に
つけながら持続力、忍耐力
のある人に育つこと。

具体的な実体験を通して感動と驚きを
持ち、自主的により良い生活を創り
だして行ける人に育つこと。

コミュニケーションのあり方を獲得し、
自らの課題を見つけ自ら考え、自ら問題
を解決していく力をもつ人に育つこと。

新しい環境で家族が
いなくても安心して
過ごす。
（安心）

喜怒哀楽を感じ感性
のセンスを会得する。

（感性）

自分の体の感覚に
気づき安全に動く
ことができる。
（安定）

環境をそのまま
受けとめる。

（受容）

言葉があることを
認識し話す楽しさを
知る。
（発語）

家族以外の人との信頼関
係を築く。

（先生）

自分の思いを人に伝え、
実行する。

（個性）

自分のからだのコント
ロールができる。

（基本動作）

環境に順応する。

（適応）

自分の気持ちを表現する
能力を身につける。

（伝達）

自己と他との区別を
つけスムーズな友達
関係を築く。
（仲間）

様々な表現の方法を
習得する。

（知恵）

集団の中の遊び方を
意欲的に学ぶ。

（基礎体力）

環境を気遣い自分で
出来ることは自分で
する。
（思いやり）

友達とのコミュニ
ケーションを円滑に
する。
（会話）

集団の中で協力、
協調し行動する。

（自立）

自分の思いを創造し
活動で表現する。

（創造）

チームプレーを
通して頑張る力を
身につける。
（持続、忍耐力）

環境を認知し自ら
関わりを持つ。

（自主）

自ら考え問題を
解決する。

（思考）

目
覚
め
る

習
う

慣
れ
る

伸
び
る



●異文化の人と接しても、自然に一緒にいることができる環境

異文化の人に接しても、カルチャーショックを受けず、肩の力をぬいた人づきあいができる人に

育ってもらいたいからです。英会話を学習という形ではなく、環境として子ども達に与えたいと

考えています。他人がどう思うか気にしない、自分が自分らしくあっていいと思えた時、

度胸を持って、周りの反応を気にせず、英語が話せるのです。分からない時に聞き返すことが

できるのです。

また最後まであきらめず、自分が理解したいと思うことに挑戦し続ける

ことができるのです。大切なことは、その態度、心をイングリッシュタイム

という手段を通じて感じてほしいと思っております。

●「バーチャル」ではなく「体感」を通して感性が育ちます。

幼児期に経験しておかなければならない課題を取り上げ、本物との触れ合いの中で

育つ子どもの心を獲得させ、体験を通して学び、体感する教育で体ごと納得する機会を

与える場として保育の中で重要な位置をしめています。

●自分の体を危険から守る力が育ちます。

年長組では常時園にいる体育の専任教師によるドッヂボール指導をします。

年長組で養っておきたい必要不可欠な能力は、

１、集団の中での立場の認識 ２、協調性 ３、自主性と自己表現 ４、創造性

５、持続性と耐性 ６、空間認知能力 ７、問題解決できる思考能力を身につける事です。

子ども達にとって、辛い・苦しい・悲しい経験も、楽しい体験と同時に必要なのです。

何故なら、その体験がないところには共感がないからです。共感がないと

人の気持ちがわからずルールを守る事の大切さも身につかないのです。

ただ、体験させればいいのではなく、その体験を通して、私達は子どもに

何を学んでほしいのかを認識し、環境を大切に考え用意しています。



●自己表現力が育ちます。

●リズムと身体表現で最大限の自己表現能力が育ちます。

園長が直接、指導します。リトミック指導でもっとも大切な事は、素直な気持ちで、相手が嫌な気持ちに

ならないような自己表現の仕方を身につける事なのです。また、リトミックの即時反応表現は、次は何

その次は何と決められていません。リトミックがお遊戯と違う点はここにあります。何を表現するにも音楽を

よく聴き、その音楽の変化に即時的に反応しながら表現していきます。音楽が言葉となって働き掛けるのです。

これが集中力や反応力を高め、それらの力を集結させて自己表現行動へと導いていくのです。

音楽とスポーツを組み合わせ楽しく活動する中で最大限の自己表現能力を身につける事が即時反応表現、

リトミックのねらいです。「生活全般にリズムを持ち、安定したリズム感を養う」事です。

家事でも保育でも初めての頃はとても大変に思えたことも、次第に慣れてリズムに

乗ってくると段取りよく、気持ちよく行えます。「見て」「聞いて」「触れて」感じた

ことをきちんとしたリズム感を持って即時表現することは、リズムのある生き生きした

生活をつくります。

●日常に体育指導ができる先生がいつもいる環境で、最後まであきらめない心、何があってもそれを
乗り越えていく力が育ちます。

いつの間にか、体力や気力が向上し、心も体も元気いっぱい！！ 多少のことにはへこたれない強い精神力

を育みます。子ども達の体力低下と精神力の弱さを少しでも解決することと、子ども達に体を動かすことの

楽しさを感じてもらう為に、『元気モリモリタイム』があります。毎日、子ども達が

体育遊びに親しむことで、「いつの間にか、体力や気力が向上し、本園の子ども達は、

皆、心も体も元気いっぱいで、多少のことにはへこたれない精神が培われていて、

なんとなく違うよ。なぜだかいいのだよ。」という子ども達を育てます。

ウッド粘土にふれ、指先を通した遊びの中で表現力を身につけながら脳が刺激されていきます。
本園では、子ども達の自己表現の一つの手段として保育の中に、「陶芸」を取り入れています。
子ども達は、粘土遊びがだいすき！油粘土ではなくウッド粘土にふれながら自分の思いを
表現しています。

～ウッド粘土とは～
天然の本物の木の粉で出来ており、乾燥すると木の風合いを表現でき、陶芸のように仕上がる粘土です。



「ICT機器を受動的な道具ではなく、子どもが主体となり自ら使う「ハサミ」のように子どもが「作りたい」

「やってみたい」「見てほしい」「そんな考え方もあるんだ」等、能動的に活動できるように幼児期から

取り組みたいと考え「Kits」を取り入れています。

かがくの不思議をみんなで体験！不思議な実験をワクワクタイムで行います。

学年ごとの目的に合わせた、ワクワク・ドキドキの楽しい実験です！！

一年に一度の大切なお誕生日を園長や先生達、お友達みんなでお祝いしています。

園長先生からは毎回次のようなお話を子ども達にさせて頂いております。

①あなたが生まれて家族は皆とても嬉しかったこと。だからあなたの存在自体が価値あること。

②成長する素晴らしさについて知る事。

③名前は、家族が一生懸命考えて付けて下さった世界でたった一つの宝物である事。

④いくつになってもお世話になった人に「有難う」を言う日である事、感謝する心をいつまでも持つ事。

⑤命やものを大切にするという事はどうする事か考える事。

⑥お誕生日のお友達にお祝いの心を表すにはどうしたらよいか考え、自ら行動する事。

⑦ なりたい人になる為にはどうしたらいいか考える事。

お誕生日はただ、お祝いをしてもらうだけではなく感謝の気持ちをたくさん持って一日を過ごす・・・

そんな心の育ちが見られる事を願っています。



５歳を迎える年中組には節目、節目で親子ともに子どもの育ちについて考える機会を持ってもらう

４分の１成人式(2０歳の４分の１)ことが目的です。1０歳、１５歳の時もこのことを思い出して、（原風景

になります）家庭での教育の振り返りにしてもらい、２０歳のその初めの一歩の５歳を小さな成人式として

迎えます。四分の一成人式は保護者の方のお誕生日としてもお祝いします。子ども達が生まれた瞬間、父親、

母親になることが出来ます。子ども達のお誕生日は、保護者の方が父親、母親になった誕生日でもあります。

子どもの年齢と、ご両親の年齢は一緒、同じ年齢です。ありがとうとおめでとうの気持ちを、プレゼントと

言葉と歌に託して実施します。

社会生活の基盤を培う
毎週、園長先生のお部屋が１００円ショップへと大変身し、先生やお友達とお買い物に

行き、自分で好きな物を選び、自分でレジに並んで買い物をします。

お誕生日の喜びをお友達と共有しながら、社会の仕組みを模倣する

遊びの中で、数の大小観念や、増減の比較概念、物はお金を出して買うという社会的通念や

計画的な買い物の必要性、大切さ、貯金の概念について考える基盤となります。

家族とは違う先生との買い物はまた違った体験を通した感動を与えてくます。

ＳＨＯＷ＆ＴＥＬＬの教育意義
「ショウ（表現する）＆テル（伝える）の教育」とは、「自分が大切にしているものについて、他の人に

理解してもらうように表現する、工夫しながら、自分のやり方で、自分らしく自分の思いを伝える」という

保育です。自分で選んで決定した品物に「買うことで得たことは何か、また得た気持ちはどうだったか（達

成したいこと）、多くの商品のなかから（現状）なぜ興味を持ったか、どのように選択したか（目的と方

法）、何を大切にしたくて選んだのか（価値観）、どのようにしたいか、どのように生かしたいか、使いた

いか（行動）」という選択・決定理由と目的や方法、大切にしたいことやどのように使いたいか、どのよう

に感じたかなど、自分のその日の気持ちについて発表します。

自分にとっての、本当の気持ちに気づき、これからどうしたいか、自分の生活にどう活かしていくか

という概念や洞察力を培う中で、自己決定力から生まれる吉塚ゆりの樹幼稚園の自立の循環」の教育の循環

を通して、自立し、自分の事が大好きな子ども達を育てていく「自分が大好きで、自分が信じられる」教育

の心の育ちを促すものです。

これから大切なことは、「自分の気持ちや思いを伝える」ということです。「伝えたつもりでも伝わらな

かったら、伝えたことにはならない」からです。「伝わるように伝えるにはどうしたらいいか」、これがこ

れからの社会ではとても大切なものになってきます。

伝わって初めて人は感動する、わかってもらった時のほっとした気持ち、その体験があって先に進んで

いけるのです。ゆりの樹幼稚園が考える「10Ｅ」の中のエンターテイメント（人の心に響き、自らの内なる

感動を創造する）の育ちの姿です。また、自分の気持ちに気づき、その気持ちに正直に、お友達の前で

発表することで、『自信を持つー自分を信じる』ということはどういうことなのかを体感し、

本当の自信もついてきます。

満3歳児はお部屋で先生と年少組はホールで保護者の方と少人数のアットホームな雰囲気の中で実施します。

自分がなりたい夢について一人一人、保護者の身近な場所で発表します。ゆりの樹の理念の一つ「目で見て、

耳で聞いて、心で感じて、体で表す」第一歩を踏み出します。

「生まれた時の喜びを今一度思い出して、子育てを楽しんで、子どもが生まれたことに感謝して頑張ろう」

という気持ちを持って頂く時間にして頂きたいと考えております。



核家族化が進む中で、兄弟姉妹が少なく、異年齢やクラスの垣根を越えて遊べない子ども達が増加し、
集団の中での自己コントロールができなくなりつつあります。同年齢の横割りや保育を軸としながら、
部分的に異年齢による「たてわり保育」や「ティーム保育」を実践し、表現力と自己コントロール
（思いやりの心）を養っています。子ども達同士のかかわり、育ちあいを大切にした活動を設定しています。

●何を作るかな？どうやって遊ぼうかな？

満３歳児★フィンガーペインティング

絵の具とのりを混ぜ合わせたものを

使用します。指や手ひらにつけて

柔らかく、気持ちの良い触感を

楽しみながら遊びます。

年少★スタンピング

身の回りにあるものに絵の具をつけ、

紙に押して楽しみます。手を上下に

動かすリズム感と写る驚きと楽しさが

一体となります。

年中★シャボン玉作り

身近な素材を材料にし、シャボン玉を

自分たちで作ります。ペットボトルに

靴下をかぶせ、吹くと・・・

もこもことたくさん泡が出てくる

びっくりシャボン玉です☆

年長★スライム遊び

冷たくて、ぬるっとした感触や

ちぎったり、丸めたりできる不思議な

スライム。作り方も簡単、保存も可能。

みんなで作ってベタベタ楽しみます。

年長組は自分が欲しいものを作るため

にはどんな材料が必要か考え、廃材を

用意し、作品を作ります。

満３歳・年少・中組は本物の商品を

並べ、実際に売り買いをし、お買い物

の概念を体感します。

楽しい出し物も盛りだくさん！！

ドキドキワクワクの時間を

みんなで過ごします。

●かるたキング★クイーン決定戦！！

郵便ごっこで興味を持った言葉への

感性をもっと高めあいます。

各学年でスクールバスに乗って探検に

出かけます。年中組は姉妹園の

玄海ゆりの樹幼稚園にアドベンチャー

保育に行きます。

年長組は新幹線や最後の探検保育は

特別列車ぞうさん号に乗って門司まで

卒園旅行に行きます。

●実際に触れ合うことの感動！

年長組がお友達と幼稚園で盆踊り、

キャンドルサービスをしたりと

その時にしか味わえない感動が

たくさんあります！

クッキングパーティーで

フルーツポンチやポップコーンを

みんなで食べます。

レストランのように食べる味は

格別です。

４月には、全園児で砂遊び大会を

実施します。この遊びには園や

お友達に対する不安を取りのぞく

カタルシス（心の浄化作用）の効果が

あります。

●砂の感触を楽しみます！

１２月～１月の２ヶ月にわたる

郵便ごっこ。園児自らが郵便を投函。

郵便局員になって配達する体験を

通して、文字環境を作り文字への

興味を高めます。

●みんながコックさん！

そして、みんながお客さん味は最高！

●いってきま～す！！

●いらっしゃい！いらっしゃーい！！

●『郵便でーす』
お手紙書くのも、もらうのも大好き！！

●キラキラ輝く聖なる夜に
サンタさんをお迎えします！！



★印が保護者参加の行事です。
この他に自由参加のレクリエーション 「パパズクラズ、ミセスカレッジ」などがあります。

○全園児、月に２～３回のワクワクタイム（縦割り保育・ティーム保育）があります。
○発達年齢に沿った学年別お誕生会があります。
満３歳は「クラス別」 年少組は「ハッピィバースデイ」
年中組は「１/４成人式」年長組は「バースディショッピング・クラス発表」として行います。

〇満３歳はファイトタイム・イングリッシュタイムがあります。
○年少組は冒険保育・ファイトタイム・イングリッシュタイムがあります。
○年中組はリトミック・ファイトタイム・イングリッシュタイム・探検保育・ドリカムタイムがあります。
○年長組はドッヂボール・ファイトタイム・イングリッシュタイム・探検保育・ドリカムタイムがあります。

（1993年より前期、後期制を取り入れています）

４月
★入園式（新入園児のみ）
★個人面談 （希望者のみ）
砂遊び大会

10月
★スポーツフェスタ

（学年別）
★秋の親子芋掘り遠足

５月
内科検診
身体測定
歯科検診

11月 不審者訓練
新幹線でＧＯ！
勤労感謝参り
防災訓練
お相撲ごっこ
ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
お店屋さんごっこ

６月
交通教室
水遊び（6月-８月）

★ファミリー発表会

12月
クリスマスナイトスクール

＆
クリスマスパーティー

★年長縄跳び大会
（自由参観）

郵便ごっこ月間(12月-1月)
マラソン

★クリスマスコンサート
（希望者のみ）

７月
フルーツポンチ
ポップコーンクッキング

防火訓練
★ミュージックコンサート
（希望者のみ）
年長ワンデイキャンプ

1月
お正月遊び
カルタ大会

８月
身体測定
同窓会
年中玄海アドベンチャー

ツアー

2月
豆まき大会

★ゆりの樹表現発表会
★年長ドッヂボール大会
（自由参観）

年長お別れ卒園旅行
特別列車「ゆりの樹号」にて

門司港へ

９月
交通教室
避難訓練
フィンガーペインティング
スタンピング
シャボン玉
スライム作り

3月
在園生とのお別れ会

★思い出参観
★卒園式（卒園児のみ）

【前半】 【後半】



お父さん、お母さん、そして先生の愛がつまっています。

純粋に集中できた時代を思い出すと勇気がわいてきます。

一人一人を大切にした思い出作りをしています

幼い頃の「原風景」は心の陽だまりです。

毎日を輝いて生きている

ひとりひとりの子ども達へ

入園おめでとう！！

・・・そこからあなたとの出会いが

始まりましたね。

おはようございます！

・・・その一言から、

あなたと私の一日が輝いていきます。

卒園おめでとう！！

・・・その日、あなたはどんな笑顔をして

巣立っていくのでしょうか？

私たちは、あなたの輝く

ひとみに会えるのが楽しみです。

私たちは、あなたと過ごす日々が

とても充実しています。

私たちは、あなたと共に味わう

感動の日々に感謝しています。

あなたと私達とのふれあい

あなたとあなたの大切な

お友達とのふれあい

その瞬間をどれだけ

残してあげられるかわからないけれど、

いつの日かこんな日があった事をなつかしみ、

勇気をもって生きていってくれることを

願いながら・・

（子ども達の言葉を綴ってお届けする

ゆりの樹幼稚園 お話の宝石箱より）







ゆりの樹幼稚園の
教育が保育雑誌に
紹介されました！！



満3歳児クラス

【対象】満3歳児※園バス利用可
【定員】128名
【期間】4月～3月
【実施】9：00～15：30
【昼食】毎日希望給食

【料金】要問合せ
【申込】要問合せ

満3歳児対象

毎日実施

【対象】1～2歳児（親子で参加・登録制）
【定員】なし
【期間】5月～3月
【実施】1・2ヶ月に1回
【昼食】なし

【料金】要問合せ
【申込】要問合せ


